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ド：傾斜縞模様 図形 、 明るさの 同化 ・対比 、

縞の 数および 経験・構え の効 果 、 美術系大 学生 によ

る観察、明るさの 見え（錯視）へ の 認 知的処理

　　　　　　　　　　問題

　われ われ は 、 こ れ まで 、 図 1 の よ うな傾斜縞の
‘∈
幅 や数の 変化

”
に ともなっ て 「検査領域 （TF ；灰 色）

の 同化・対比 量がどの ように変化するか 」を検討 してき

た 。 前回 の 報告 （後藤他，2000）で は 、［同化」が明瞭

に出現する 「
“

縞の 数
”

の変化 1に つ い て調 べ てみ たと

ころ、これまで の 報告 （後藤他 ，1996，1998，1999）と

同様 に、『同化 ・対比 へ の 「知 識 の 有無 」あるい は i対
立的な両現象へ の

“

搆え
”

」が、判断 の 繰り返 しを越え

て 、
“
縞 の 数

”
の 変化 に対するTF の

“
明るさの 見え

”
の

傾 向に支配 的な影 響を及ぼして い るこ と』が見出され

た。くわえ て 、前回 の 被験 者 （美術系大学生）の 反応

は、こ の 種 の 刺激パ ターン に対して 、最初の 観察か ら

「同化か ら対比 へ の 明瞭な見えの 変化」を示 して お り、

そこ で は、刺激条件設 定の 有効性が確認され た。

　 しか し、刺激刻象の 制作過程にも関心を示 し、刺激

図 形 の 細部 の 構造や 素材に まで 知識や興 味を持 っ

て い る美術系大学生 の 被験者に つ い て は 、 上 記の よ

うな 「
“
見え

”
の 初期の 経過」に っ い て 調 べ て きて い な

い の で 、今回は 、彼らの
“
見え

”
へ の 「初頭観察経験

の 影響」につ い て調 べ て みるこ ととした 。 さらに 、こ れ

まで の 「構 えの 設 定」は、「同化」あるい は ［対比 」へ の

い ずれ か
一

方 の みで あ っ た が、今 回は、1回 の 観 察

の 中で 「同化か ら対比 へ の 変化 陵 行わせ 、 しかも 、 そ

れ らに 「程度 の 変化」を付けさせ て 、この ような「よ り複

雑な
‘‘

構え
”

の 効果」に つ い て も検討して み た 。
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　　　　　　　　　　方法

羨饗孝 ’ 美術系大学生 9名 。 彼らは、生活デザインあ

るい は服飾デザイン の 専攻であり、 これまで に 、
「色彩

学」に つ い ての 知識 を得てきて い る。

轍 ’ 刺激図形として は、前回の 報 告と同じ「傾斜縞

模様 図形」（図 1）を用 い た。これ らの刺激パ ターン で

は 、誘導領域 （IF；63× 63mm）が左一
黒 ・右

一白に配 置

されて お り、灰色の TF の 数が、13，11
，
9，7

，
5

，
2の 6

条件に変化する。これ らは 、1枚 の イン クジ ェ ッ ト専用

紙 （A4 ）に まとめて 印刷され て い る。各領域 の 反射率

（R）は、それぞれ、灰色の TF と下方の 比較領域（CF ）：

R＝．40；黒 の IF：R＝．03 ；白 の IF：R＝ 。80 ；灰 色 の 背 景

（BG ）：R 二 ．58で あっ た。

手龕 き ’ 本研 究の 被験者 （毎週行われた 「造形心 理

学 」の 受講生）には、上記 の 刺激図形 の 観察を、まず 、

何 の
“
構え

”
も求めずに 5回 （5週間）繰り返し観察させ

た u そ して 、5回 目の （無教示 ）観察の 後 、これらの 刺

激 パ タ
ー

ン の
一般的な見え （縞 の 数び）減少 に伴 う同

化か ら対比 へ の
“

明るさ錯視量
”

の 変化）につ い て 、
こ

れ まで の 研 究 経過 を交えながら説 明した
。
さらに 、上

記 の 「 般 的な見え」をグラフ にして OIIP で 呈示し、
これ と「正 反対 の 見 え」を構えさせ て観察を求めた 。

各被験者 には、刺激図形を普通の 読書観察距離で

机上 に 置か せ た 。 そして 、黒の IFの 明るさを 「−100」、
白の IFの 明るさを 「100」とし、　CF の 明るさを 「0」とした

場合 に、左 右の TF の
“
見か けの 明るさ

”
を量推定させ 、

それぞれ の 推 定値を記録用紙 に記 人 させ た 。 観察を

行っ た教 室で は、窓を暗幕で覆っ て 白色蛍光灯 を点

灯 し、中央部の 照度は 、お よそ3001xで あっ た。

　　　　　　　　　　　　　　　　デー
タ処 理 ’

．宜
　　　　　　　　　　同

一
刺激 パ タ

　　　　　　　　　　ーン で の 、左

図 1　 本研究で 用 い た傾斜縞模様図形
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右 の TF に 対

する
“
見か けの

明るさ
”

の 量 推

定 値 の 差 を、
「明るさ錯視量

（一 ；同化 ；＋ ：

対比）」とした 。

11a ［
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

　 日本色彩学会誌　　VOLUME 　25　 SUPPLEMENT 　2001L．一

　　　　　　　　　　 結果

　 図 2には 、1週 間ごとに行われた観察の 1回 目か ら5
回 目まで の 経過 が示 され て い る。そこ では、最初の 観
察か ら、縞 （TF ）の 数 の 減少 に伴 っ て 、　TF の 明るさ錯
視量 の

“

同化か ら対 比へ の 変化
”

が 明確で あ る。とく

に、2 〜5回 目に つ い て は、ほ ぼ同様の 傾向を示して

い た u 繰り返し観 察 （無教示 で 5回）× 縞 の 数 （6種類）
の 2要因に つ い て 分散 分析を行 っ て みたところ、

“
縞

の 数
”

の 主効 果 の み が 有 意で あ っ た （F（5，40）＝5．91，
p〈．001）。 多重比 較 の 結果 、

“
縞 の 数

”
の 効 果に つ い

て は、13，11と5
，
2の 間、そ れに 、 9と2の 間で 、それぞ

れ 有意差 （pぐ05）があっ た。

図 3 に は 、 （1）ほ ぼ同様 の 傾 向を示した 1〜 5回 の

厂無教示観察」の 代表例として 、 それ 以後の 観察 と条

件 が同 じ5 回 口の 観察結果 ［A ］、（2）「傾斜縞模様 図

形 」の 典型的な見 えや同化 ・対比 の 成 立機構 に つ い

て説 明が行われた後 の 6回 目 （知識 教示後）の 観 察

結果 ［B］、 （3）Lで説明された「同化か ら対比 へ の 典

型的な見え」と反対 の 見方 （構え）を求め た 7回 目 （構
え教示 後）の 観察結果 ［Cコ、が示 されて い る。図3から

明らかなように、［A ］と［B ］で は 、 縞の 数の 変化に伴う

明るさ錯視 量 の 変化が ほ ぼ
一

致 して お り、「知 識教
示 jの 効果は全く認 められ なか っ た．

一
方、反対 の 見

方 を求め た ［C ］で は、明るさ錯視量 の 変化の 傾 向が

［A ］・［B ］と同じであ り、この 点で は教示 どお りにはな

らなか っ たが 、その 変化 の 割合は 、［A コ・［B ］に比 べ

て 減少 して い た。観察 条件 （3種 類 ；無教示 ・知 識教

示 ・構 え教示）X 縞 の 数（6種類）の 2要 因に つ い て 分
散 分析 を行 っ て み たとこ ろ 、

“

縞 の 数
”
の 主 効果

（F（5，40）；4．84，p〈．Ol）、および 、
“

観 察条件
”

と
“
縞の
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図 25 回の 反 復観察 （刺 激 パ ターン に 対する説

　 明 や 構 えの 教 示 なし）に おける、縞の 数 の 減

　 少 に 伴う明 るさ錯視量 の 変化
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の 交彑作用 （F（lo，8u）＝ 4．37
，
　 p＜．001 ）が 、 それぞれ

有意で あ っ た 。 下位 検定の 結果 、 縞の 数5，2におい

て 、［C ］と［A ］・［B ］の 問に有意差 （pく．01）があっ た 。

また、［A ］・［B］にお い ては 、 縞 の数の 変化に伴う明る

さ錯 視 量 の 変 化 が 有 意 で あ っ た （F（5，120）＝6．52；

F（5，12 ）＝ 6．69， p〈．001）。 しか し、［C ］で は有意 にな っ

て おらず、この 観察条件で は 、

“
縞の 数

”
の 効果が得

られ なか っ た こ とを示し て い る 。 多重比 較を行 っ て み

たところ 、 ［A ］・［B ］に つ い て は、13
，
11と5，2の 間、そ

れに、9と2の 間で 、それぞ れ有意差があっ た。

　　　　　　　　　　 考察

　本研 究 の 結果は 、図 2，3か ら明らかなように、「同

化 が明瞭に出現する刺激パ タ
ー

ン （図 1）」によっ て 、

被験者 （美術系大学生）の 反 応 には、
“

同化か ら対比
へ の 変化

”

が明確であ り、そ れが 5回 の 繰 り返 し観察

で も変動せ ず 、従来 の
一

般的な 見えを教示 されても

（6回 口）全 く変化 しなか っ た。これ は、前述の ような知

識と技能を有する被験者 の 多くが報告して い たように 、
『こ の ような刺激 パ タ

ー
ン の 基本 的な見 え方に つ い て

は、最初から理解して お り、そうした
‘‘

基礎知識
”
にもと

つ い て判断 を行っ た』こ とを反映 して い る。
さて、「それ まで とは反対の 見え」を求めた観察（7回

目）に お い て
、 今 同 の 被験者は 、『そうした教示 に対 し

て、
“

構え
”

を整 え て対応した が
、

「反 対の 見え 」にまで

は 至 らなか っ た』とい うもの で あっ た 。 従来の 「
“
より同

化的
”
ある い は

“

より対比 的
”
に見るように 」とい う教示

に対して は 、錯視 量 （同化量 ・対比 量）がす べ て の 刺

激条 件で 一定 方 向に変 化 して い たが 、 今 回 は 、 同

化 ・対比とい う異なる方向 へ の 見え の 変化が、程度 の

違 い を調整 しながら行われ て い た 。 そこ で は 、従来か

　　　　　　　　　　　　　　　ら指 摘してきたよ

　　 　 　 観察
十 A： 無教示　（5回 目）
・・
△ 朋B：知 識教示 後 （6回 目）
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図3 　3種類の 観察態度 （A ：無教 示、B ：刺激 パ タ

　
ーン の一般 的な 見 えに 関する知識の 教示 、

　 C ：
一

般的な見え と反 対の 構えの 教 示 ）に お1ナ
　 る、縞 の 数 の 減少に 伴う明 るさ錯視量 の 変 化

L コ 111 ［二

うな、同化 （tOP−

down ） ・対 比

（bottom−up ）へ

の
“
より高次の 総

体的な認知 的処

理
”

が 、 さらに 「方

向と程度 の 調整 」

も行 っ て い るこ と

を物語 っ て い る 。
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